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遠賀川の渡し風景　新船就航の記念
に村の駐在巡査や村代表者が紋服姿
で乗船しました。（広瀬で大正4年）

戦時中には軍隊に馬を献上
していたそうです。

（尾崎の隼田神社）

遠賀川橋が完成（大正i3年）

島門村と浅木村が合併
して遠賀村になったと

きの記念写真
（昭和4年）
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遠賀村役場は現在の郵便局と商工会館の場所にありました。
（昭和30年ごろ）

3eの

支化の殿堂一大国座間録

音、芦屋町にあった劇場大国座。
明治32年に住民から起こった計画は

多数の賛成者を集め、翌年には株式
会社として運営がスタートしまし

た。

木造二階建てで立見席まで入れる
と収容人員は1，000人を超え、回り舞

台や花道、楽屋などを完備した本格
的な劇場でした。大国座は明治、大
正、昭和を通じて、遠賀地方の人々
にとって重要な文化センターとして

の役割を果たしてきたのです。昭和

19年、公演中に出火し、大国座は消

失。昭和23年に規模は縮小され再建
されましたが、昭和41年に芦屋町が

買収し、その後解体されました。

最主題　　　　　　「‾出回、
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ま引二は炭坑があった

江戸時代、石炭は遠賀川や堀川のIiiひ

らた（舟）をつかって芦屋や若松にまで

運ばれ、主に製塩用として利用されまし

た。明治に入ると筑豊一帯で炭坑の開抗

がいっせいに始まり、筑豊炭田は全国の

出炭量の半分を占めるまでに成長しま

す。やがて、炭坑は統廃合を繰り返し、

大正鉱業、九州採炭、日炭の大資本に集

約され、産業の根幹となっていました

が、昭和30年代後半から40年代初頭まで

に次々と閉山しました。

中間市には炭坑があり人々が活気に

満ちていた時代があったことを、再確認

するのも良いのではないでしょうか。
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遠賀村は昭和39年4月I日、町政を
施行しました。この時には町政を
祝った各種行事が行われました。
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遠賀バイパス（現国道3号 線）の建設は急ピッチに進 みました。写真は西liiに橋 を架けている風景。 二「一 躍曇塾題報匿閥 

国鉄宝木線から専用機関車（SL）が
姿を消しました。

田植え機の導入で写真のような
田植え風景はめずらしくなりま
した。（昭和49年撮影）

巧lIiの若松付近では昭和50年代

うまで製瓦工業が盛んでした。
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5＠②

宝木線は昭和60年3月に
廃止となりました。

平成6年、遠賀川は渇水
にみまわれました。

大畠駒、らの訪問者（ウミガメ）

三豊松原にアカウミガメが産卵に

来ていることをご存じでしょうか。

アカウミガメが最初に確認された

のは平成4年。その後、隔年でアカ

ウミガメは訪れています。ウミガメ

の生態調査によると、ウミガメはフ

化した海岸に再び訪れる回帰性が強

いことが確認されています。このこ

とから三豊松原海岸でフ化したアカ

ウミガメは、十数年後には再び三里

松原海岸に帰ってくるのです。

「自然を守るのも壊すのも人間、21

世紀は自然を大切にしなければなら

ない」とアカウミガメが教えてくれ

ているのではないでしょうか。

同こしえびとの声が聞こえる

【立居敦追跡】

遠賀川に水没して存在する立屋敷

遺跡は、昭和6年に九州考古学会員

の名和羊一郎（なわよういちろう）

さんにより発見されました。ここで

出土した土器は、弥生時代前期のも

のとしては全国で初めて発見され、

遠賀Iii式土器と命名されています。

その後も本格的な調査がされないま

まに昭和50年代の遠賀川河口堰建設

工事で水没してしまいました。

平成6年、渇水のために遠賀川の

水位が下がり、水没していた遺跡が

姿を表しました。この時、教育委員

会が本格的な調査を行い、弥生時代

後期の土器などを貯蔵した穴を発

見。当時の人々の生活を知ることが

できたのです。

平成6年のオープンにむけてふれあ
いの里の工事は進められました。

豊前坊古墳は前方後円墳が2
つ重なっているという日本で

初めての事例。
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回 月27日（火）から4日間、辰巳国際水泳場（東
京）で行なわれる全国ジュニアオリンピックカップ。

この大会に県代表として、さくらスイミングクラブ

遠賀の石松正考くん（遠賀南中2年）が50m自由形
と100m自由形に、海老原志穂さん（島門小4年）が
1m自由形と50m背泳ぎにそれぞれ出場することに

りました。

予選会で代表に選ばれた二人は、「初めての全国大
会出場でとてもうれしかった」と心境を語ってくれ

ました。「全国大会でも勝てるようにがんばりたい」

と大会への意気込みを話す石松くん。海老原さんも

「決勝に残れるようにがんばりたい」と話していま

した。

固
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出来立ての味はいがが？

パン工房と麺工房で講習会

れあいの里に昨年オープンしたふれあい館で2月6日にパン講習会、2月7日

に麺講習会がそれぞれ始まりました。この講習会には昨年賛成されたボランティア講

師の皆さんも先生として参加しています。この日、パン講習会は2人、麺講習会は4

人のボランティア講師が今までの経験を活かし、受講生たちに基本的な作り方を教え
ていました。

参加した受講者たちも楽しそうにパン作りや麺作りに励みます。笑い声とともに手

i �ヌ 

三へ‾、幸 ＼。イヽil人 一∴ 重、二 ′：∴ 

泰＿ 千二三三丁ま桑－ 

軍事辱　’ 
∴∴ 

作りのものができる喜びを感じているようでした。出来上
がったパンや麺はもちろん試食します。出来立ての味は特

別なものだったのでしょうね。

丁‾メ五、 　　　　　　〇 

“○ヽ、 　ゝ・ 鷲漢竪圏閏 

「　‾、雪青書‾石山
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オ二はそと！フクはうち害

園　やまびこ保育園で節分の豆まきまぴこ保育園では1月31日に節分の豆まきを

行いました。赤・青・黄色の3匹のオ二が現れると泣

き出す子もいましたが、その後は元気に豆をまきます。

「オ二はそと！フクはうちiオニをやっつけろ」と叫

びながら、鬼に向かって豆を投げました。まき終わっ

た後は年の数だけ豆を食べます。この豆まきで園児た

ちは今年も一年元気に過ごせることでしょう。

7＠匂

とても美味しい地酒です

圏　　遠賀の雫の試飲ツアー賀町の新しい特産物でもある遠賀の雫の

試飲ツアーが2月18日に開催されました。40人

の参加者のもと遠賀の雫の蔵がある嘉穂町まで

行き、生れたての地酒を味わいました。今年の

地酒は吟醸から大吟醸へとますますグレード

アップしたそうです。参加者は「昨年よりも香

りがいいですね。味わいも深く、とても美味し

い地酒です」と感想を話していました。出荷が

目前の遠賀の雫。今から待ち遠しいですね。

囲 在建設中の遠賀町立図
書館の大きな目玉である太陽

光発電が2月20日に完成しま

した。図書館の屋根には1188

枚の太陽光発雷用パネルが設

置されており、年間6万6000

キロワットの電力を発電する

見込みです。また、館内には

図書館の日射量や現在の発電

量などを表示するとともに発

電の流れを学ぶための表示盤

も設置されています。

環境に配慮した遠賀町立図書

館。7月22日のオープンが楽

しみですね。

遠
賀
町
立
図
書
館
の
太
陽
光
発
電

太
陽
の
恵
み
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
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寓
起
き
が
悪
い
人
へ

体
内
時
計
は
ズ
レ
て
ま
せ
ん
か
？

人
間
に
は
体
内
時
計
が
あ
り
、
寝
起
き
の
悪
さ
に
も

こ
の
体
内
時
計
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
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メ
ー
カ
ー
に
引
き
渡
し
、
メ
ー
カ
ー
が

新
し
い
製
品
の
原
材
料
部
品
や
燃
料
等

に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
い
う
も
の
で

す。

太
陽
の
光
で
体
内
時
計
を

う
ま
く
使
う

夜
に
な
れ
ば
眠
く
な
り
、
朝
に
な
れ

ば
目
が
覚
め
る
の
は
、
体
内
時
計
が
あ

る
た
め
で
す
。
こ
の
体
内
時
計
を
う
ま

く
使
う
に
は
、
朝
の
太
陽
の
光
が
必
要

で
す
。
朝
、
太
陽
の
光
が
目
か
ら
脳
に

伝
わ
る
と
、
体
内
時
計
が
き
ち
ん
と
セ

ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
寝
起
き
の
悪
い
人
は

い
つ
ま
で
も
布
団
の
中
で
グ
ズ
グ
ズ
し

が
ち
で
す
が
決
ま
っ
た
時
間
に
カ
ー
テ

ン
を
開
け
て
、
目
に
太
陽
の
光
を
当
て

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
o

休
み
の
日
の
寝
坊
は
禁
物

体
内
時
計
は
、
目
が
覚
め
、
光
を
浴

び
た
時
間
か
ら
1
4
～
1
5
時
間
後
に
眠
く

な
る
様
に
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

人
に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
が
、
最
適
な

睡
眠
時
間
は
6
時
間
半
～
1
時
間
半
と

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
朝
、
何

時
に
起
き
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
日
の

就
寝
時
刻
が
決
ま
る
し
、
翌
朝
の
起
き

る
時
刻
が
決
ま
る
の
で
す
。
勤
め
人
の

中
に
は
、
「
月
曜
日
の
朝
が
つ
ら
い
」
と

嘆
く
人
が
多
い
の
で
す
が
、
原
因
は
土

曜
日
と
日
曜
日
の
寝
坊
に
あ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
月
曜
日
の
朝
に
す
っ
き

り
目
覚
め
る
た
め
に
は
、
休
み
の
日
に

も
い
つ
も
と
同
じ
時
刻
に
起
き
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

次
に
紹
介
す
る
方
法
で
脳
を
目
覚
め

さ
せ
ま
し
ょ
う
ー
・

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

近
年
は
使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
定
着
で
ゴ
ミ
が
増
大
し
、
公
害
問

題
や
処
分
場
不
足
な
ど
が
深
刻
と
な
っ

て
い
ま
す
。
家
電
製
品
は
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
資
源
を
多
く
ふ
く
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
つ
く

ら
れ
、
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
消
費
者
、
小
売
店
、
メ

ー
カ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た
し
家

電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ます。家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
は
不
要
に
な
っ
て
今
ま
で
廃

棄
し
て
い
た
対
象
家
箆
製
品
（
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
）
　
を
原

則
と
し
て
小
売
店
に
引
き
渡
し
、
必
要

な
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
売
↑
一
－
・
の
家
竃
製
品
を
製
造
し
た

○
対
象
家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

テ
レ
ビ
　
　
　
二
、
七
〇
〇
円

エ
ア
コ
ン
　
　
三
、
五
〇
〇
円

冷
蔵
庫
　
　
　
四
、
六
〇
〇
円

洗
濯
機
　
　
　
二
、
四
〇
〇
円

こ
れ
は
主
な
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
で
す
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
料
金
が
一
部
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
小
売
店
で
お
尋
ね
く
だ

さい。ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
ほ
か

に
運
送
料
が
か
か
り
ま
す
。

4
月
1
日
か
ら
対
象
家
電
製
品
は
粗

大
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
対

象
家
電
製
品
は
3
月
が
最
後
の
粗
大
ゴ

ミ
収
集
月
と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
4

品
目
が
ゴ
ミ
と
し
て
残
っ
て
い
る
人
は

指
定
収
集
日
確
認
の
う
え
予
約
受
付
竃

話
番
号
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

℡
　
（
2
9
3
）
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情
Living

Information

報

●　中央公民館　●

鰯鱈珠堀膨
●教示惰田

がな書道

●　胴旧（金）まで●

断の里ポチテラァを
舅楽しまず

四方の里ではボランティア活

動をとおして入所者や地域との

交流を深めるためのボランティ

アを募集します。

●と　き

4月以降　午後1時一一4時

●ところ

知的障害者更生施設四方の里

（浅木）

●活動内容

簡単な洗濯作業、縫い物など

●申し込み

四方の里に直接電話で申し

込んでください

℡（293）8000

＠eiO

遠賀・中間地域　　／
広域弓子政専務組合
字旨名頓を受け付けます

遠賀・中間地域広域行

政事務組合の建設工事、

建設コンサルタント、物

品、その他の業務の指名

願を受け付けます。

●受付期間

4月2日（月）－4月27日（金）

午前8時30分～午後5時

※土日を除く

●ところ

遠賀・中間地域広域行政事務組合事務所

●その他　指名願の提出要領・指定様式は

広域事務組合事務所で配布します

●問い合わせ

遠賀・中間地域広域行政事務組合
℡（293）3581

く

ら

し

幼
児
相
談

●
と
き
　
3
月
2
7
日
　
（
火
）

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
満
1
歳
～
就
学
前
の
幼
児

●
内
容
　
身
長
、
体
重
計
測
・
臨
床
心

理
士
に
よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達

相
談
（
要
予
約
）
、
保
健
婦
に
よ
る
健

康
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
普
段
使
っ
て
い

る
お
も
ち
ゃ

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

1
歳
半
健
康
診
査

●
と
き
　
3
月
2
2
日
　
（
木
）

受
付
＝
午
後
1
時
～
1
時
3
0
分

（
1
時
か
ら
歯
科
集
団
指
導
が
あ
り

ます）

健
診
＝
午
後
1
時
5
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
1
歳
6
か
月
か
ら
1
歳
8
か

月
ま
で
の
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

健
診
票
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・
歯

科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
相
談

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
を
行
な
い
ま
す

平
成
1
3
年
度
の
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。
自
分
の
土

地
や
家
屋
の
課
税
状
況
を
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。
特
に
豪
の
新
築
・
増
築
・
土

地
の
売
買
な
ど
固
定
資
産
に
変
更
が

あ
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
有
者
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る

と
き
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

電
話
に
よ
る
評
価
額
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
縦
覧
期
間

4
月
2
日
　
（
月
）
　
～
2
3
日
　
（
月
）

午
前
8
時
0
0
分
～
午
後
5
時

添
上
、
日
曜
日
を
除
く

●
縦
覧
場
所
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

遠
賀
川
駅
前
で
町
内
の
み
な
さ
ん
が

持
ち
よ
っ
た
品
物
を
格
安
で
販
売
し
ま

す
。
あ
な
た
も
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
出
店
者
の
募
集
も
行
い
ま
す
。

●
と
き
　
3
月
2
5
日
　
（
日
）

午
後
9
時
～

●
と
こ
ろ

遠
賀
川
駅
前
旧
A
コ
ー
プ
跡
地

●
出
t
l
　
　
込
み
　
3
月
2
3
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
倶
楽
部

（
下
山
さ
ん
）

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
7
4
4

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料

「
博
多
の
び
の
び
」

家
庭
か
ら
で
る
下
水
を
大
切
な
資
源

と
し
て
、
良
質
な
肥
料
に
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
し
た
。

●
料
金
　
1
セ
ッ
ト
五
百
円
（
1
0
鴫
入

り
2
袋
、
送
料
・
消
費
税
込
み
）

●
支
払
方
法

配
送
時
に
商
品
と
引
換
え

●
配
送
時
期

申
し
込
み
後
、
約
2
週
間
程
度

●
申
し
込
み
　
福
岡
市
下
水
道
資
源
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
平
日
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

℡
0
1
2
0
　
（
8
0
3
）
　
8
0
4

類
F
A
X
は
年
中
受
付

弧

0

9

2

（

8

0

1

）

5

0

4

4



町民学習ネットワークでは「何かを学びたい」と思っ

ている人に、身近な場所で仲間と一組こ学習するための

有志指導者を紹介しています。

膏志指導者はボランティアで学習のお

手伝いをしていますが、今後の皆さんの

希望に応えるために、より多くの学習項

目を充実しなければなりません。そこで、

地域の「特技を持つ人」を有志指導者と

して推薦していただきたいのです。

有志指導書がいない学習項目の例

絵画、版画、彫刻、絵本作り、ビデオ制作、茶道、囲碁、

将棋、謡曲、Iii柳、外国語、話し方、環境、栄養の知識、

星の観察、漬物、刺繍、日曜大工、躯土芸能・工芸、民

話、郷土歴史、伝承遊び、野外活動、スポーツフィッシ

ングなど

※推薦の項目はこれ以外でもかまいません

有志指導者の推薦

●資　格

町内在住または通勤している人で特技を持っている人

（知人、友人、ご家族からの他薦（こ限ります。）

●推薦方法

4月10日までに推薦用紙に必要事項を記入し、中央公

民館事務室に申し込んでください。

※推薦の用紙は遠賀町中央公民館事務室にあります

●問い合わせ

遠賀町中央公民館事務室　℡（293）1355

平成13年度国民健康保険

被保険者証を

郵送します

国民健康保険被保険者証（保険証）の更

新時期が近づいてきました。今年は3月24

日（土）、25日（日）を中心に3月3i日（土）

までに配達記録郵便で郵送いたします。こ

の時期に出張や旅行などで不在となる人

は、福祉課国保年金係までご連絡ください。

係で保管し、後日窓口で交付します。

なお、国民健康保険税に滞納のある世帯

には、事前に納付相談の通知を送付いたし

ます。特別な事情がなく滞納を続けている

世帯には、相互扶助、公平負担の考え方に

より、保険証の代わりに被保険者資格証明

書を発行しますのでご理解とご協力をお願

いいたします。

●問い合わせ　福祉課国保年金係

Iie②
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遠
賀
川
河
口
堰

ミ
ニ
水
族
館
に
来
ま
せ
ん
か

遠
賀
川
に
生
息
す
る
魚
を
展
示
し
た

遠
賀
川
河
口
堰
の
ミ
ニ
水
族
館
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
魚
類
3
8
種
類

と
甲
殻
類
2
種
類
を
飼
育
中
で
す
。
み

な
さ
ん
、
ご
一
緒
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
同

午
前
9
時
～
正
午

午
後
1
時
～
5
時

※
土
日
祭
日
は
休
館
で
す

●
と
こ
ろ

河
口
堰
管
理
支
所
2
階
　
（
水
巻
町
）

●
賛
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
河
口
堰
管
理
支
所

℡
0
9
3
　
（
2
0
1
）
　
1
6
1
5

遠
賀
の
雫

新
酒
試
飲
会
を
開
催
し
ま
す

今
年
も
遠
賀
の
雫
の
完
成
を
間
近
に

む
か
え
ま
し
た
。
今
年
か
ら
大
吟
醸
酒

へ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
、
さ
ら
に

香
り
高
く
深
み
の
あ
る
味
に
仕
上
が
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

4
月
2
日
　
（
月
）
　
か
ら
協
力
酒
販
店

に
な
ら
ぶ
予
定
で
す
が
、
販
売
に
先
立

ち
試
飲
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
2
0
歳
未
満
の
人
は
試
飲
で
き
ま
せ
ん

●
と
き
　
4
月
1
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
商
工
会
館
2
階

●
質
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商
工
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5

山
田
図
回



誕生日を迎える3歳までのお子

さんを募集しています。掲載希望

の人は広報発行日の25日前まで

に企画課企画調整係までご連絡く

ださい。

讃歌∴／／ 
1“‾ ∴∴∴ i i ン鴫か－∴∴／農gヽ・ 専心i三／ 下：ワ時 　務 

○仕事はどうですか？ 

入社して6年目、現在はホワイト急便の遠賀 

工場で工場長として働いています。お客さんか 

ら「シミがきれいになったね」と喜んでもらえ 
’と本当に嬉しいですね。仕事は一人の力では 

ら　くみんなで協力することで成果があがるんで 

す。だからこそ現場の人たちが楽しく働きやす 

い職場の環境をつくるため、日々励んでいま 

す。 

●趣味“特技は？ 

趣味はこれといってありませんが、カラオケ 

やドライブに行くことでしょうか。しかし、一 

番好きなことはパチンコですかね。パチンコで 

気分をリフレッシュしています。 

●尊敬する人は？ 

仕事面で当社におられる上司の浜総括ですね。 

周りから何と言われても自分の信念をつらぬく 

姿勢はすぼらしいと思います。私も浜総括のよ 

うになれたらよいのですが‥。 

●どんなタイプの女性が好きですか？ 

理想は身長150cm前後のポッチャリタイプの 

上でしょうが。だけど、実際はこんな女性が 

，重きというよりも好きになった女性がタイプか 

－　　　． 

者や職場の若者をどんどん紹介してください。 

凱享∴空説いi讐ぐ春雪鋳私語管掌増補招き組 
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●
と
　
き
　
3
月
2
5
日
　
（
日
）
　
雨
天
決
行

午
前
9
時
0
0
分
～
日
時

受
付
＝
午
前
9
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
遠
賀
コ
ミ
ユ
ニ
T
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
出
発
・
到
叢
で
、
遠
賀
町
内

を
歩
き
ま
す
。

（
3
k
m
コ
ー
ス
・
6
k
m
コ
ー
ス
）

●
対
　
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
　
（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
講
　
師
　
高
橋
八
十
弥
さ
ん
　
（
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
協
議
会
副
会
長
）

●
要
　
用
　
無
料

※
参
加
賞
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
一
日
体
験
入
館
券

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
タ
オ
ル

●
申
し
込
み
　
3
月
1
6
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
生
涯
学
習
課
体
育
振
興
係
　
（
遠

賀
ゴ
ミ
ユ
ニ
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）
　
へ
短
詩
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
5
2
5
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